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【人件費】　人件費に係る経常収支比率は、平成21年度において31.1％と類似団体平均と比較してやや高い水準にある。高水
準の要因としては、保育園等福祉施設や幼稚園で専門職・教育職を多く雇用していることが挙げられるが、定員削減計画を上回るペースで人員削減が進んでいるため、今後も人員削減に努めることにより、人件費の減少を図る。
【物件費】　物件費に係る経常収支比率は、対前年度比同様に推移しており、類似団体平均と比較して4.4ポイント下回っている。臨時職員の賃金は類似団体平均と比べると高い水準にあり、今後も引き続き指定管理委託など民間委託を推進し人件費の抑制を図ることから、物件費に関しては上昇が見込まれる。
【扶助費】　扶助費に係る経常収支比率は、類似団体平均と比較して4.6ポイント下回っているが、対前年度比では0.2ポイント増
加しており、近年は増加傾向にある。国の制度改正や経済情勢等により増減の影響を受けやすい性質のものであり、今後も上
昇していくことが予想されるが、住民の福祉の向上を図りつつ削減が可能な部分については抑制を図っていく。
【公債費】　公債費に係る経常収支比率は、類似団体平均と比較して2.5ポイント上回っており、対前年度比では0.3ポイント減少
している。教育施設建設、公共施設の耐震化事業等、起債対象となる大型事業を推進していることから、選択と集中による重点的な投資を行い、公債費増を抑制していく。
【補助費等】　補助費等に係る経常収支比率は、類似団体平均と比較して5.5ポイント下回っており、対前年度比では0.2ポイント
減少している。今後も市単独補助金に関しては、事業内容、対象団体の決算状況、補助金交付に係る行政効果等を勘案する中
で、事業ごとに見直しを進めていく。
【その他】　その他に係る経常収支比率は、類似団体平均と比較して0.8ポイント上回っており、対前年度比では0.3ポイント増加
している。特別会計への繰出金に関しては、本来の独立採算制の観点からも段階的な料金の見直しや保険事業における保険
料の適正化を図るなどにより、税収を主な財源とする普通会計の負担額を減らしていくよう努める。
【普通建設事業費】　普通建設事業費の人口1人当たり決算額は、前年度と比較して増加しており、類似団体平均を上回ってい
る。今後も街路事業や教育施設建設、公共施設の耐震化事業等、大型事業を推進していくため高水準で推移することが見込ま
れるが、事業の取捨選択により普通建設事業費の抑制に努めていく。
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